
金
剛
経
と
少
太
山
の
教
判
思
想

-
円

仏
教
は
い
か
な
る
宗
教
で
あ
る
か
-

柳

嫡

徳

鴫

少
太
山
と
金
剛
経

円
仏
教
を
唱
導
し
た
少
太
山

(朴
重
彬

・
一
八
九

一
-
一
九
四
三
)
は
、

金
羅
南
道
霊
光
郡
白
舶
面
吉
龍
里
永
村
と
い
う
韓
国
の
ま
ず
し
い
農
村

で
、
父
朴
晦
傾
と
母
劉
定
天

の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
少
太
山
の
生

ま
れ
た
當
時
の
韓
国
の
運
命
は
、
日
本
の
植
民
地
に
転
落
す
る
な
ど
、

大
転
換
の
極
限
状
況
下
に
置
か
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
社
会
状
況
下
で

少
太
山
は
、
二
十
余
年
間
の
求
道
の
末
、

一
九

一
六
年
三

月

二

六

日

(
1
)

(陰
)
、
二
六
才

の
青
年
と
し
て
自
修
大
覚
の
慶

び

を
抱
き
、

孤
高
に

立
ち
あ
が

っ
た
。

少
太
山

は
、
大
覚

の
眼
で
、
当
時
韓
国
が
転
落
し
た
根
本
原
因
と
そ

の
回
生
の
原
理
を
照
明
し
た
。
そ
の
原
因
は
、
精
神
世
界

の
堕
落
で
あ

り
、

こ
れ

の
回
生

の
方
法
は
、
「真
理
的
宗
教

の
信
仰
」
と

「
事

実

的

道
徳
の
訓
練
」
に
あ
る
と
診
断
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
ま
た
、
大
転
換

の
危
機
は
韓
国

の
み
な
ら
ず
、
世
界
的
な
状
況
と
見
、
「
波
瀾
苦

海

に

(
2
)

あ
え
ぐ

一
切
の
生
霊
を
広
大
無
量
な
る
楽
園
に
導
く
」
こ
と
を
關
明
し

た
。
そ
れ
が
円
仏
教
を
開
い
た
動
機
で
あ
る
。

円
仏
教
は
法
身
仏
信
仰
を
う
ち
だ
す
。
そ
れ
を

一
円
相

の
真
理
、
即

ち

「
○
」
と
象
徴
し
、
信
仰
の
対
象
、
修
行

の
標
本
と
定
め
た
。
少
太

山
は
、
「天
下
の
人
が
だ
れ
も
行
う
こ
と
の
で
き
る
道
は
天
下
の
大

道

で
あ
り
、
小
数
人
だ
け
行
い
う
る
道
は
小
道
で
あ
る
。
今
わ
れ
わ
れ
の

(3
)

教
え
よ
う
と
す
る

一
円
相
の
真
理
と
四
恩
四
要
、

三
学
八
条
は
、
天
下

の
人
び
と
が
必
ず
知
る
べ
き
道
で
あ
り
、
だ
れ
で
も
行
う
べ
き
道

で
あ

(4
)

る
の
で
、
天
下
の
大
道
と
言
え
る
」
と
言

っ
た
。

少
太
山
は
、
自
修
大
覚

の
後
、

諸
宗
教

の
経
典
を
悉
く

閲

覧

し

た

(5
)

が
、
夢
で
見
た

『金
剛
経
』
を
得
て

一
読
し
た
。
彼
は
そ

の
感
知

で
い

う
。
「釈
迦
牟
尼
仏
は
、
実
に
聖
人
の
中
の
聖
人

で
あ

る
。
…
…
私

は

師
匠
の
指
導
も
受
け
ず
、
自
ら
道
を
悟

っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ

の
発
心

し
た
動
機
か
ら
道
を
悟
る
ま
で
の
歩
み
を
辿

っ
て
見
れ
ば
、
昔

の
仏
様

の
行
道
と
そ
の
教
え
に
相
応
し
い
と
こ
ろ
が
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
私

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
雀
第
二
號

平
成
元
年
三
月

一
三
五
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金
剛
経
と
少
太
山
の
教
判
思
想

(柳
)

二
ご
六

の
悟

っ
た
境
地
の
淵
源
を
釈
尊
に
求
え
る
L
と
い
い
、
ま
た

「
私
が
将

来
、
会
上

(教
団
)
を
開
く
場
合
に
も
必
ず
仏
法
を
主
体
に
し

て
、
完

(6
)

全
無
欠
な
る
会
上
を
こ
の
世
に
新
た
に
建
設
し
う
る
。
」
と
言

っ
た
。

少
太
山

の
覚
魂
が
仏
法
に
出
会

っ
て
か
ら
、
彼
は
完
全
無
欠
な
大
会

上
を
公
開
す
る
と
宣
言
し
た
。
そ
の
根
拠
と

し

て

い
る

『金
剛
経
』

は
、
は
た
し
て
少
太
山
に
よ
っ
て
い
か
に
見

え

た

の
か
。
少
太
山
は

『
金
剛
経
』
と
代
表
さ
れ
る
仏
法
の
要
旨
を
次

の
四
つ
に
要
約
し
て
い

る
。
「仏
法
は
天
下

の
九
道
で
あ

っ
て
、
真
の
性
品
の
原
理
を
明
か
し
、

生
死
の
大
事
を
解
決
し
、
因
果
の
理
致
を
あ
ら
わ
し
、
修
行

の
道
を
と

と
の
え
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
仏
法
は
諸
教
法

の
中
で
優
れ
た
と
こ
ろ
が

(
7
)

あ
る
。
」
と
い
っ
た
。

二

新
仏
教

と

『
仏

教
正
典
』

(8
)

少
太
山
が
最
初
に
組
て
立
て
た
創
造
集
団
の
名
称
は

「
貯
蓄
組
合
」

で
あ

っ
た
。
こ
の
名
は
、
さ
ら
に

一
九
二
〇
年
十
月
に

「
仏
法
研
究
会

期
成
組
合
」
と
改
称
し
た
。

こ
れ
か
ら
少
太
山
が
導
く
会
上
は
、
結
局

仏
法
を
根
本
と
す
る
運
動
集
団
で
あ
る
こ
と
を
う
ち
だ
し

た

の
で

あ

(9
)
る
。

一
九

二
四
年
二
月
に
は
、
ま
た
さ
ら
に

「
仏
法
研
究
会
」
と
名
示

し
て
、
そ

の
後
教
名
と
し
て

一
九
四
五
年
民
族
解
放
を
迎
え
る
ま
で
続

き
、

よ
う
や
く

一
九
四
六
年

に

「
円
仏
教
」
と
い
う
教
名
が
定
め
ら
れ

た
。
こ
の

「
仏
法
研
究
会
」
時
代
に
出
さ
れ
た
少
太
山
の
著
述
が
数
多

く
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
中
で
、
少
太
山
が
仏
教
を
ど
う
受
容
し
た
か
を

よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
も

の
と
し
て
三
冊
が
あ
げ
ら
れ
る
。

一
九
二
七

(10
)

年
に
発
刊
さ
れ
た

『
仏
法
研
究
会
規
約
』
、
一
九

三
五
年
の

『
朝

鮮

仏

(
1
1
)

教
革
新
論
』
、
そ
し
て

一
九
四
三
年
発
刊
さ
れ
た

『
仏
教

正

典
』
が
そ

れ
で
あ
る
。

仏
教
関
連

の
代
表
的
な
三
部
作
が
、
「仏
法
研
究
会
期
成

組

合
」
の

教
体
宣
言
か
ら
偶
然
に
も
各
々
八
年
の
間
隔
を
置
い
て
公
表
さ
れ
て
い

る
が
、
そ

の
間
に
も
絶
え
ず
数
多
い
著
述
を
出

し
て
い
る
。
制
度
や
体

制
を
新
し
く
模
索
し
た

『
仏
法
研
究
会
統
治
組
団
規
約
』
、
会
員

た

ち

の
必
読
教
義
書
と
し
て
の

『
修
養
研
究
論
』
・
『
宝
経
六
大
要
領
』
・
『宝

経
三
大
要
領
』
、
儀
礼
集

の

『
礼
典
』
、
そ
し
て
修
行
集

の

『
仏
法
研
究

会
勤
行
法
』
な
ど
が
出
さ
れ
た
。
な
お
、
機
関
誌

の

『
月
末

通

信
』
・

(
12
)

『
会
報
』
が
日
本
警
察
の
厳
し
い
取
締
り
の
中

で
刊
行
し

続

け

ら

れ

た
。
こ
こ
に
少
太
山
の
創
造
意
志
を
歴
史
的
な
作
業
と
し
て
昇
華
さ
せ

た
少
太
山
の
宗
教
運
動
の
一
面
が
窺
え
る
。
少
太
山

の
著
し
た
初
期
教

(
13
)

書
の
中
で
も
、
特
に
完
成
品
と
言
え
る

『仏
教
正
典
』
は
、

一
九
四
〇

年
三
月
に
草
稿
を
書
き
始
め
、
ま
る
三
年
か
か

っ
て
完
成
さ
せ
た
も

の

で
、
少
太
山
の
入
寂

(
一
九
四
三
)
以
降
、

一
九

六

一
年
ま
で

の
円

仏

教
の
所
依
経
典
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
内
容
は
全
三
巻
で
、
第

一
巻
は
少
太
山
の
独
特
な
見
方
に
よ
る
撰
述
で

「
改
善
篇
」
「教
義
篇
」

「
修
行
篇
」
と
な

っ
て
い
る
。
第
二
巻
に
は

「
金
剛
経
」
「般
若
心
経
」

「
四
十
二
章
経
」
「仏
説
罪
福
報
応
経
」
「
仏
説
賢
者
五
福

徳

経
」
「
仏

説
業
報
差
別
経
」
な
ど
の
仏
典
を
収
録
し
、
第

三
巻
に
は

「
修
心
訣
」
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「
牧
牛
十
図
頬
」
「休
休
庵
坐
禅
文
」
「
疑
頭
要
目

(禅
家
の
公

案
)
」

な
ど
、
祖
師
語
録
を
の
せ
て
い
る
。

『仏
教
正
典
』
第

一
巻
は
、
少
太
山
が
独
創
的
な
大
覚
の
枠
を
も

っ

て
仏
教
の
核
心
的
な
真
理
を
収
敷
し
、
新
時
代

の
新
し
い
宗
教
と
し
て

救
済
理
念

を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
後
人
は
少
太
山
の

教
法
を

「
万
人
の
済
度
で
き
る
大
経
大
法
で
あ
り
、
千
如
来
万
菩
薩
の

(
14
)

輩
出
で
き

る
場
で
あ
る
」
と
見
た
。
少
太
山
は
仏
法

の
時
代
化

・
生
活

化

・
大
衆
化
に
よ
る
革
新
教
法

の
性
格
を
明
ら
か
に

す

る
。
そ

れ

ゆ

え
、
た
だ
仏
教
に
限
ら
ず
、
・今
後

の
世
界
に
お
け
る
宗
教
の
新
し
い
役

割

へ
の
念
願
が
、
『
仏
教
正
典
』
第

一
巻
に
強
く
う
ち
だ
さ
れ
て
い
る
。

『
仏
教
正
典
』
第
二

・
巻
三
に
は
、
伝
来
仏
典

の
中
で
、
た
だ
十
篇

を
収
録
し
て
い
る
。
少
太
山
は
、
「
八
万
大
蔵
経
」
と
い
う
数
多

い
経

典

の
中
で
、
な
ぜ
、
ま
た
い
か
な
る
基
準
か
ら
十
篇

の
仏
典
を
収
録
し

た
の
か
。
そ
の
理
由
は
次

の
三
つ
に
整
理
で
き
る
と
思
う
。

(
1
)
般
若

の

空
道
理
を
仏
陀
精
神

の
根
本
と
見
た
点
、

(2)
大
衆
教
化

の
た
め
に
因
果

信
仰
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
、

(3)
信
者
た
ち
は
外
的

に
信
仰
の
対
象
に
頼
る
こ
と
だ
け
で
は
円
満
な
宗
教
と
言
い
難
く
、
内

的
に
真
理

に
立

っ
た
自
己
修
練
を
通
じ
精
神
主
体
を
確
立
し
な
け
れ
ぽ

(
15
)

な
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

三

少
太

山

の
教
判

思
想

少
太
山

の

『金
剛
経
』
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
が
、
少

太
山

の
見
た

『
金
剛
経
』
と
そ
の
究
極
的
な
意
味
把
握
は
、
円
仏
教
の

解
釈
学
者
た
ち
に
と

っ
て
非
常
に
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、

ま
ず
二
つ
の
問
題
が
解
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

第

一
、
「
八
万
大
蔵
経
」
と
称
さ
れ
る
伝
来

の
数
多
い
仏
典
の
中
で
、

『金
剛
経
』

の
位
相
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
第

二
、
須
菩
提
と

の
問
答
を
通
じ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
金
剛
経
思
想
は
、
い
か
な
る
特
色

を
も

っ
て
い
る
の
か
。
前
者
を
教
判
論
か
ら
見
た

『金
剛
経
』
の
位
置

と
い
え
ぽ
、
後
者
を
金
剛
経
思
想
の
解
釈
学
的
展
開
と
い
え
る
。

韓
国
で
の

『
金
剛
経
』
の
流
行
は
、
高

麗

期

知

訥

(普
照
国
師
、
一

一
五
八
1

二
二

〇
)
の
講
、
朝
鮮
朝
己

和

(涌
虚
大
師
、
=
二七
六
-
一

四
三
三
)
の

『金
剛
経
五
家
解
』
説
誼
刊
行
が
好
例
で
あ

る
。
己
和
は

『金
剛
剛
経
』

の
本
旨
に
つ
い
て
、
「世
人
が
自
性
を
悟
ら
な
か

っ
た

た
め
、
自
性
法
を
立
て
る
が
、

し
か
し
真
如
本
体
を
悟
れ
ば
皆
そ
の
中

に
あ
り
、
自
性
を
実
見
実
行
す
る
時
、
真

の
金
剛
経
が
あ
ら
わ
れ
、
般

(
16
)

若

に
よ
る
到
彼
岸

(推
生
滅
義
)
の
功
徳

が

あ

ら
わ
れ
る
」
と
い
う
。

ま
た
、
彼
は

『金
剛
経
』
の
道
理
は
般
若
不
可
得
空
の
理
念
を
実
践
す

る
教
え
で
、
「無
相
を
も

っ
て
宗
と
し
、
無
住
を
も

っ
て
体

と

し
、
妙

(
17
)

有
を
も

っ
て
用
と
す
る
教
説
で
あ
る
。
」
と

明

か

す
。
以

降
、
『金
剛

経
』
は
、
韓
国
仏
教
に
お
い
て
大
乗
思
想

の
基
本
的
理
念
を
提
示
す
る

役
割
を
は
た
す
代
表
的
な
経
典
の

一
つ
と
し
て
信
奉
さ
れ

た

と

い
え

る
。
少
太
山
の

『金
剛
経
』

の
重
視
も
本
質
的

に
こ
う
し
た
思
想
の
流

れ
を
受
け
つ
い
た
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

金
剛
経
と
少
太
山
の
教
判
思
想

(柳
)

一
三
七
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金

剛
経
と
少
太
山

の
教

判
思
想

(柳
)

一
三
八

少
太
山

は
、
前
述
の
よ
う
に

『
金
剛
経
』
を
通
じ
て
仏
法
の
偉
大
さ

を
認
め
、
そ
れ
を
四
つ
に
分
け
て
語

っ
た
。
(工)

「真

の
性
品
の
原
理
を

明
か
し
た
」
と
見
た
こ
と
は
、
『
金
剛
経
』

の
主
体
思

想

の

「
般
若
不

可
得
空

の
道
理
」
と
少
太
山
の
悟

っ
た
性
品
の
本
来
面
目
と
が

一
致
し

た
こ
と
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
。
(2)

「
生
死
の
大
事
を
解
決
し
た
」

と
見
た
こ
と
は
、
如
実
知
見
を
体
と
し
任
運
騰
騰
す
る

『
金
剛
経
』
の

真
理
と
少
太
山
の
生
死

一
如
し
た
覚
魂
と
が
相
通
す
る
点
を
あ
ら
わ
す

も
の
で
あ

る
。
(3)

「
因
果
の
理
致
を
あ
ら
わ
し
た
」
と
見
た
こ
と
は
、

『金
剛
経
』
の

「
応
無
所
住
」
と
か

「無
住
於
相
」
の
宗
趣
か
ら
見
る

と
、
そ

の
宗
顕
の
基
底
に
は
因
果
の
理
致
が
必
然
的
に
作
用
し
て
い
る

こ
と
を
意
味
す
る
。

(
4
)

「
修
行
の
道
を
と
と
の
え
た
」
と

見

た

こ

と

は
、
少
太
山
の
特
徴
的
な
見
解
と
い
え
る
。
仏
法
が
優
れ
て
い
る
と
い

え
ど
も
、

そ
の
法
の
法
な
る
た
め
に
、
断
惑
の
修
行
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
見
た
か
ら
で
あ
る
。

(
18
)

「教
判
」
と
は
、
仏
教
々
理
の
生
達
過
程
で
、
そ
の
理
念

の
実
践
を

段
階
的

に
意
味
付
け
る

一
種
の
範
疇
論
で
あ
る
。
そ
こ
で
必
然
発
生
的

に
宗
派
が
生
じ
そ
の
宗
派
の
宗
祖
を
中
心
と
す
る
思
想
を
展
開
す
る
こ

と
に
よ

っ
て
、
自
家
尊
高

の
優
越
性
を
語
る
。
と
く
に
中
国
仏
教
の
展

開
過
程

に
お
い
て
白
派
の
優
越
性
を
あ
ら
わ
す
手
段
と
し
て
著
し
い
進

展
て
あ
ら
わ
し
た
。

こ
う

し
た
従
来

の
教
相
判
釈
は
、
(工)
時
に
よ
る
区
分
、
(
2
)
形
式
に
よ

る
区
分
、

(
3
)
時

・
処

・
人
に
よ
る
形
式
区
分
、

(5)
価
値
基
準
か
ら
の
教

理
深
浅

の
区
分
な
ど
四
種
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
こ
れ
を

整
理
す
る
と
、
(3)
と
(5)
と
の
二
種
に
要
約
で
き

よ
う
。

こ
の
中

で
教
理

の
深
浅
を
論
ず
と
(5)
型
は
自
家
尊
高

の
価
値
観

の
た
め
真
の
教
判
と
い

(
19
)

え
ず
、
社
会
性

・
時
代
性

・
民
衆
性
を
あ
ら
わ
す
③
型
こ
そ
真

の
教
判

(20
)

と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
円
仏
教
の
出
発

の
基
盤
を
提
示
し
た
金

剛
経
思
想
は
、

こ
れ
を
さ
ら
に
教
判
的
に
展
開

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。
少
太
山
は
な
ぜ
金
剛
経
道
理
を
仏
法

の
基
本
と
見
た
の
か
。

教
判
成
立
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
真

の
仏
教

の
教
え
を

『
金
剛
経
』
か

ら
求
め
た
少
太
山
は
、
次

の
よ
う
な
見
方
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。
(1)
す

べ
て
の
根
本
教
理
は
般
若
智

(
P
r
j
u
n
y
a

)
を
通
じ
て
成
り
立
つ
。
(2)
大

小
乗

の
諸
教
法
は
覚
心
を
も

っ
て
教
え
、
「
不
可
得
空

の
道

理
」
を
体

験
す
る
こ
と
で
あ
る
。
(3)
す
べ
て
の
教
法
は
多
種
多
様
で
あ
る
が
、
般

若

の
最
終

一
道
に
よ

っ
て
会
通
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

少
太
山
の
覚
魂
に
よ

っ
て
出
会

っ
た

「金
剛
経
道
理
」
と
は
、
結
局

般
若

の
体
験
に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
少
太
山
は
修
行
を
強
調
し
た
に
違
い

な
い
。
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

そ
れ
は
ま
さ
に
竜
樹
渉

『
中
論
』
讃

偶

で
指
摘
し
た

「
諸
戯
論
」
に
な
り
、
非
仏
説

に
落
ち
て
し
ま
う
と
見

た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
般
若
智
を
諸
仏
教
思
想
展
開
の
地
平
と
少
太
山
は
把
握
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
般
若
の
体
験
を
土
台
と
す
れ
ば
、

仏
教

の
み
な
ら
ず
す

べ
て
の
宗
教
ま
で
も
、
今
後
人
類
の
前
に
新
し
く
展
開
で
き
う
る
と
見
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る
。
従

っ
て
般
若
の
体
験

こ
そ
人
間

の
源
本
的
な
思
考
で
あ
り
、
諸
宗

教

の
正
体
性

(
I
d
e
n
t
i
t
y

)
を
回
復
す
る
道
で
あ
る
、
と
少
太
山
は
思

っ

た
よ
う

で
あ
る
。

す
べ
て
の
仏
教
的
実
践
行
、

い
や
す
べ
て
の
宗
教
的
体
験
は
、
そ
の

表
現
は
各
々
異
な
る
も
の
の
、
究
極
は
般
若

の
具
現
で
あ
る
と
の
論
理

に
立

っ
て
い
る
の
が
、
少
太
山
の
教
判
思
想
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
金
剛

経
』
が
般
若

の
体
験
的
実
践
を
強
調
し
た
点
か
ら
少
太
山
は
、
こ
う
し

た
教
判
思
想
を
提
起
し
た
の
で
あ
り
、

こ
れ
は
す
な
わ
ち
人
間
の
本
来

的
宗
教
性
を
回
復
さ
せ
る
た
め
の
窮
極
的
関
心

(
u
l
t
i
m
a
t
e
 
C
o
n
c
e
r
n

)

の
表
現

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四

少
太

山
思
想

の
展
開

少
太
山
の
提
起
し
た
円
仏
教
思
想
の
特
徴
の

一
端
を
教
判
論
的
に
窺

っ
て
見
た
が
、

こ
う
し
た
分
析
枠

に
よ

っ
て
こ
れ
か
ら
展
開
す
ぺ
き
い

く

つ
か
の
間
題
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
(1)
根
本
仏
教
思
想
の
探
究
が
要

請
さ
れ
る
。
梵
語
な
ど
に
よ

っ
て
イ
ソ
ド
思
想
、
イ
ン
ド
仏
教
に
お
い

て
因
果
問
題
が

い
か
に
展
開
さ
れ
て
い
る
か
を
究
明
す
る
作

業

で
あ

る
。
(互)
南
方
仏
教
、

チ
ベ

ッ
ト
仏
教
、

漢
文
文
化
圏
仏
教
な
ど
の
比
較

研
究
に
よ

っ
て
、
そ
の
共
通
点
が
何
で
あ
り
、
各
々
の
文
化
圏
が
育
て

て
き
た
地
域
的
特
性
が
何
で
あ
る
か
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
(3)
伝

統
仏
教
、

ま
た
は
伝
統
宗
教
は
、
大
体
上
層
社
会
、
支
配
層
社
会
を
通

じ
て
受

容
さ
れ
、
次
第
に
大
衆
化
さ
れ
た
。
そ
こ
で
上
層
の
指
導
理
念

と
し
て
役
割
し
た
仏
教
と
、
そ
の
次
に
形
成
さ
れ
た
民
衆
化
の
仏
教
と

が
、
い
か
に
対
応
し
つ
つ
、
今
日
の
時
点
で
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
(4)
少
太
山

の
悟

っ
た
自
内
証
の
道
と
は

金
剛
般
若
思
想
に
通
暁
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
、
円
仏
教
学
者
た

ち
は

『
金
剛
経
』
を
研
究
し
た
基
盤

の
上
で
、

諸
仏
法
に
会
通
す
る
宗

教
風
土
を
造
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(亘)
少
太
山
思
想
の
展
開
は

「
三

(
21
)

段
転
入
の
論
理
」
を
も

っ
て
把
握
す
べ
く
、
(登)
少
太
山
の
宗
教
性
は
空

・
円

・
正(22)を
標
準
と
し
た
信
仰
主
体
性
と
、
理

・
光

・
力
を
も

っ
て
照

明
さ
れ
た
信
仰
対
象
性
と
が
合
致
さ
れ
た
状
態

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

従

っ
て
、
少
太
山
の
覚
魂
に
よ
る
教
判
思
想
は
、
向
内

的

に
見

る

と
、
般
若
智
を
も

っ
て
照
明
さ
れ
た
新
し
い
仏
法
を
志
向
す
る
の
で
あ

る
が
、
向
外
的
に
見
る
と
、
宗
派
仏
教
の
固
執
、
進
ん
で
は
宗
教
的
ド

グ
マ
を
自
ら
克
服
し
て
い
く
教
え
で
あ
る
と
総
合
で
き
る
。

1

「大
覚
」
と
い
う
表
現
は
、
少
太
山
の
当
代
、
教
団
形
成
に
参
加
し
た

弟
子
た
ち
に
よ
る
成
語
で
あ
る
。
宋
奎
著

『
仏
法
研
究
会
創
建
史
』
か
ら

文
字
化
さ
れ
る
が
、
仏
陀
の
正
覚
と
ど
う
い
う
風
に
区
別
し
て
説
明
す
べ

き
か
、
新
た
を
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
る
。

2

『
正
典
』
第
一
編
、
開
教
の
動
機

(『円
仏
教
全
書
』
一
九
頁
)

3

四
恩
は
天
地
恩

・
父
母
恩

・
阿
胞
恩
・
法
律
恩
、
四
要
は
自
力
養
成
.

智
者
本
位

・
他
子
女
教
育

・
公
道
者
崇
拝
、
三
学
は
精
神
修
養

・
事
理
研

究

・
作
業
取
捨
、
八
条
は
信
・
急
・
疑
・
誠

(進
行
四
条
)
・
不
信

・
貧

慾

・
瀬

・
愚

(捨
揖
四
条
)
。

4

『
大
宗
経
』
経
義
品
二
章

(『全
書
』
一

一頁
)

金
剛
経
と
少
太
山
の
教
判
思
想

(柳
)

一
三
九
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金
剛
経
と
少
太
山
の
教
判
思
想

(柳
)

一
四
〇

5

少
太
山
が

『
金
剛
経
』
を
夢
兆
か
ら
得
た
と

い
う

表

現

か

ら
、

(1)
当

時
、

少
太
山
が
ま

っ
た
く
仏
教
知
識
を
も

っ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
、

(互)
仏

教
が
韓
国
で
長
ら
く
排
斥

さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

民
衆

の
間

に

は
、
『
金
剛
経

』
が
篤
く
信
奉
さ
れ
て
き

た
こ
と
な
ど

の
状
況
が
窺

え
る
。

6

『
大
宗
経
』
序
品

二
章

(
『
全
書
』

一
〇

七
頁
)

7

同
上
三
章

(
『
全
書
』

一
〇

八
頁
)

8

一
九

一
七
年
八
月
、

少
太
山

の
故
郷

で
八
人

の
弟
子
を
選

ん
で
組
織
し

た
。

虚
礼
廃

止

・
迷
信

打
破
.
禁

酒
断
煙

・
遊
休

労
働
力

開
発

(
共
伺
出

役
)
な
ど

の
運
動

に
上

っ
て
勤
倹
貯
蓄
し
、

つ
い
に

一
九

一
九
年
自
力
で

防
堰
工
事

を
成
就
す

る
に
至

っ
た
。

9

す

べ
て
の
記
録

に

「
仏
法
」

の
名
を
用

い

「
こ
れ

か
ら
我

ら
が

学
ぶ
こ

と
も
仏
様

の
道
徳
で
あ
り
、

後
進
た
ち
を
教

え
る
こ
と
も
仏
様

の
道
徳

で

あ

る
。
」
(
『
円
仏
教
教
史
』
)
と
、
少
太
山

は
宣
言

し
た
。

10

仏
法
研
究
会
刊
。

そ

の
内
容

は

「
本
会

の
由
来
」
「
本
会

の
趣
旨
説
明
」

「
本
会

の
原
則
」
な
ど
と
構
成

さ
れ
た
。

11

仏
法
研
究
会
刊
。

そ

の
内
容

は
、

一
過
去
朝

鮮
社
会

の
仏
法

に
対
す
る

見
解
、

二
、
朝

鮮
僧
侶

の
実
生
活
、

三
、

釈
尊

の
智
慧
と
能

力
、

四
、

外

邦

の
仏
教
を
朝

鮮

の
仏
教

に
、
五
、

小
数

人
の
仏
教

を
大
衆

の
仏
教

に
、

六
、
分
裂
さ
れ
た
教
化
科

目

の
統

一
化
、

七
、

等
像
仏
崇
拝

を
仏

性

一
円

相
に
、
な
ど
と
構

成
さ
れ
た
。

12

『
月
末
通
信
』

は
、

一
九

二
八
年

五
月
創
刊
さ
れ
、

月

一
回
筆

写
配
付

さ
れ
た
。

『
月
末
通
信
』

(
三
五
号
)

に
引
き

つ
づ

い

て

『
月
報

』
(
四
七

号
ま
で
)
、
そ
し
て

一
九

三
三
年

『
会
報
』
が

発
刊
さ
れ
た
。

終

戦

後
、

今
日

の

『
円
光

』
が
創

刊
さ
れ
、

こ
れ
を
受
け

つ
い
だ
。

13

『
仏
教
正
典
』

全
三
巻

の
中
で
、
第

一
巻

は
修

正
補
完

さ
れ
、

一
九
七

二
年

『
正
典
』
と

し
て
独
立
刊

行
さ
れ
た
。

14

大
山
宗
法
師
著

『
正
典

大
意
』

(
円
光
社
、

一
九

八
六
)

一
七
頁
。

15

拙
稿

『
円
仏
教

の
仏

教
観

少
太

山
の
仏
教
思
想

の
受
容
に
関
す
る

一

考
-
」

(崇

山
朴
吉
真
博

士
古
稀
紀
念

『
韓

国
近
代
宗
教
思
想
史

』
、
一
九

八
四
、

二

三
七
頁
以
下
)
参

照
。

16

『
金
剛
経

五
家
解
』

(
月
精
寺
刊
、

一
九

四
〇
)
六
頁
。

17

同
上

18

教
相
判
釈

の
略
称

で
、
あ
ら

ゆ
る
観
点

か
ら
釈
尊

一
代
所
説

の
教
相
的

前
後
、

深
浅
、

優
劣
な
ど

を
定

め
、

こ
れ
を
諸
経
全
体
有
機

関
係

を
も

っ

て
整
理
す
る
見
方
。

(
安
藤
俊
雄
著

『
天
台
学
』
五
五
頁
、
平
楽
寺
書
店
、

一
九

六
八
)

19

拙
著

『
円
仏
教
と
韓
国
社
会
』
(
詩
人
社
、

一
九
八
六
)

七
九
頁

以

下

参
照
。

20

こ
う
し
た
教
判
観

は
元
暁
や
円
測

の
教
判
観

と
も
相
通
す

る
。

元
暁

は

「
理
心
不
然
」
「是
就

一
途
亦
有
道
理
」
(
『
大
慧

度
経
宗
要
』
、
『
大
正
蔵
』

三
三
、

七
三
中
)
と

い
う
。

如
何
な
る
教

え
を
も
そ

の
状
況

に
よ

っ
て
適

合
す
る
面
が
あ

る
と
見
、

い
わ
ゆ
る
和
諄
論

理
を
展
開

す

る
。

円

測

は

「
三
時
所
説

の
教
え

は
義

の
深
浅
広

略

の
意
味

で
あ
り
、

年
歳
日
月
前
後

に
よ

っ
て
三
時
を
説

い
て
い
た

の
で
は
な

い
。
」
(
『解

深
密

経

疏

』
、
『
大

続
蔵

』
三
六
、

二
九

八
左
)

と
い
う
唯

識
教
判

を
立

て
て
い
る
。

21

三
段
転
入

は
、
(1)
少
太
山

の
独
創
性

(国
響

霧
)

(互)
仏
法

(互)
万
宗
教

へ
の
順
入
逆
入

の
解
釈
学

で
あ

る
。

(拙
著
、

前
掲
書

一
四
三
頁
以
下
)

22

同
上
拙
著
参
照

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

少
太
山

の
大
覚
、

円
仏
教
、

仏
教
正
典
、

金
剛
経
道

理

(
韓
国

・
円
光
大
学
校

教
授

・
哲
博

)
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